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(57)【要約】
【課題】本発明は、一般的に多量に出回っている市販の
汎用ＰＣボードを適正に用いることができ、ＰＣボード
部から発生する不要輻射が、従来、医用電気安全通則の
国際規格の確保上で不可避であった筐体開口部（電気的
な）から筐体外へ放射されることを防ぐことができ、医
用上安全で、コストが低く、拡張性の高い超音波観測装
置を提供することを最も主要な特徴とする。
【解決手段】ＰＣ部３８と、他の送受信回路ユニット３
７、電源ユニット３６、丸型／角型コネクタ２８，２９
等の電気回路部との間を分離してＰＣ部３８からの不要
輻射が他の電気回路部側に回り込むことを抑制する不要
輻射抑制用の隔壁５０を筐体３０内に設けたものであ
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  超音波振動子を機械的に走査させ、任意
のタイミング毎に前記超音波振動子を駆動して超音波を
送信するとともに、このとき得られたエコー信号を受信
して検波し、アナログ信号の受信データとして出力する
送受信ユニットと、
前記送受信ユニットから出力される前記アナログ信号の
受信データを信号処理するコンピュータ部とが内蔵され
るケースを備えた超音波観測用の超音波観測装置におい
て、
前記コンピュータ部と、他の電気回路部との間を分離し
て前記コンピュータ部からの不要輻射が前記他の電気回
路部側に回り込むことを抑制する不要輻射抑制部材を前
記ケース内に設けたことを特徴とする超音波観測装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、超音波振動子を機
械的に走査させ、このとき得られたエコー信号を受信し
て検波し、超音波観測する超音波観測装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】一般に、超音波振動子を機械的に走査さ
せる機構を持つ超音波内視鏡や、超音波プローブと、超
音波振動子を機械的に走査させながら任意のタイミング
毎に駆動して、超音波振動子より超音波を送信し、この
とき得られたエコー信号を受信して検波し、アナログ信
号の受信データとして出力する送受信ユニットと、送受
信ユニットから出力されるアナログ信号の受信データを
信号処理するコンピュータ部とを備えた超音波観測装置
が知られている。
【０００３】また、本出願人は、この種の超音波観測装
置の小型化、低コスト化、機能追加の容易化等の為に、
特願平１１－０９３２１２号や、特願平１１－３０７３
４６号に示したように従来の専用の座標変換回路、補間
回路、コントローラー等の機能を装置本体内に組み込ん
だコンピュータボードで行わせる、いわゆるパーソナル
コンピュータ・ベース（以下、ＰＣべースと略記す
る。）の超音波観測装置を出願した。なお、ＰＣベース
とする事は、いわば規格品で安価な市販汎用ＰＣボード
のハード更新と、アプリケーションソフトの可変性、バ
ージョンアップなどで拡張性に富んだ超音波観測装置を
供給出来ると云った長所から、今後の超音波観測装置の
主流になると考えられている。
【０００４】また、図８および図９はＰＣべースの超音
波観測装置ａの概略構成を示すものである。ここで、超
音波観測装置ａの筐体ｂの内部には電源ユニットｃや、
ＰＣボード部ｄなどの各種の電気回路構成部品が内蔵さ
れている。さらに、筐体ｂのフロントパネルｅには患者
回路部となる丸型超音波機器接続コネクタｆや、角型超
音波機器接続コネクタｇなどが配設されている。そし
て、コネクタｆには、患者の体腔内に挿入して診断する
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超音波内視鏡などの機器が接続され、コネクタｇには、
患者の体表面に接触して診断する超音波プローブなどの
機器が接続されるようになっている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】上記従来構成のものに
あっては市販汎用ＰＣボードが主体の構成なのでＥＭＣ
（電磁環境適合性）上のノイズ対策が困難であった。例
えば、電気的に有効なノイズ対策として一般的に採られ
ているパスコン（バイパスコンデンサ）や、フェライト
ビーズをＰＣボードに実装したりする技術は、ＰＣボー
ドの改造により購入時のＰＣボードのメーカー保証を受
けられなくなる場合が有る。
【０００６】また、上記に加えて医療用のＰＣべースの
超音波観測装置では、他の一般的なＰＣべース機器と比
較して、ノイズ対策上で大きく不利な点が有る。すなわ
ち、医療用のＰＣべースの超音波観測装置では、医用手
技において、患者の不慮の感電を回避する為に医用電気
機器安全通則の国際規格であるＩＥＣ  Ｐｕｂｌｉｃａ
ｔｉｏｎ  ６０６０１－１に規定されている沿面距離及
び空間距離を超音波観測装置の筐体に採る必要が有る。
そのため、ＰＣボード部より発生する不要輻射が上記Ｉ
ＥＣ規格の規定距離の確保の為の筐体開口部から筐体外
へ放射されるおそれがある。
【０００７】例えば、超音波観測装置ａの筐体ｂの内部
に基準電圧２５０ＶＡＣで基礎絶縁、又は補強絶縁した
電源ユニットｃを組み込んだ場合には、上記ＩＥＣ規格
を適用すれば、超音波観測装置ａの筐体ｂの外装と患者
回路部となる丸型超音波機器接続コネクタｆや、角型超
音波機器接続コネクタｇなどの金属部間に、空間距離で
２．５ｍｍ、沿面距離で４ｍｍのスペースを確保する必
要が有る。さらに、基準電圧２５０ＶＡＣで二重絶縁、
又は強化絶縁した電源ユニットｃを用いた場合には超音
波観測装置ａの筐体ｂの外装が２次回路に相当し、筐体
ｂの外装と超音波機器接続コネクタｆ、ｇの金属部間
に、空間距離で５ｍｍ、沿面距離で８ｍｍのスペースを
確保する必要が有る。そして、これらのスペースが図９
に示すように電気的な開口部ｈとなり、ＰＣボード部ｄ
から発生する不要輻射がこの電気的な開口部ｈから筐体
ｂの外への放射される原因になっている。
【０００８】本発明は上記事情に着目してなされたもの
で、その目的は、一般的に多量に出回っている市販の汎
用ＰＣボードを適正に用いることができ、ＰＣボード部
から発生する不要輻射が、従来、医用電気安全通則の国
際規格の確保上で不可避であった筐体開口部（電気的
な）から筐体外へ放射されることを防ぐことができ、医
用上安全で、コストが低く、拡張性の高い超音波観測装
置を提供することにある。
【０００９】
【課題を解決するための手段】本発明は、超音波振動子
を機械的に走査させ、任意のタイミング毎に前記超音波
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振動子を駆動して超音波を送信するとともに、このとき
得られたエコー信号を受信して検波し、アナログ信号の
受信データとして出力する送受信ユニットと、前記送受
信ユニットから出力される前記アナログ信号の受信デー
タを信号処理するコンピュータ部とが内蔵されるケース
を備えた超音波観測用の超音波観測装置において、前記
コンピュータ部と、他の電気回路部との間を分離して前
記コンピュータ部からの不要輻射が前記他の電気回路部
側に回り込むことを抑制する不要輻射抑制部材を前記ケ
ース内に設けたことを特徴とする超音波観測装置であ
る。そして、本発明では、ケース内の不要輻射抑制部材
によってコンピュータ部と、他の電気回路部との間を分
離してコンピュータ部からの不要輻射が他の電気回路部
側に回り込むことを抑制する。ここで、不要輻射抑制部
材自体とそのケースへの接触部や組付部には導通性をも
たせ、この不要輻射抑制部材による隔壁シールドによ
り、コンピュータ部で発生した不要輻射が他の電気回路
部に周り込みことを抑制し、医用電気安全確保上で不可
避のケースの電気的な開口部から不要輻射がケース外へ
放射されることを防ぐようにしたものである。
【００１０】
【発明の実施の形態】以下、本発明の第１の実施の形態
を図１乃至図６を参照して説明する。図１は本実施の形
態のＰＣべースの超音波観測装置１を備えた医療装置２
のシステム全体の概略構成を示すものである。
【００１１】本実施の形態のＰＣべースの超音波観測装
置１を備えた医療装置２のシステムは、機械走査式超音
波内視鏡（以下、超音波内視鏡と略記する）３と、この
超音波内視鏡３の照明光学系に観察部位を照明するため
の照明光を供給する光源装置４と、本実施の形態のＰＣ
べースの超音波観測装置１と、この超音波観測装置１に
接続され、超音波診断画像を表示する表示装置５とで主
に構成されている。
【００１２】また、図１中で、６は本実施の形態の超音
波観測装置１を備えた医療装置２のシステムを搭載して
搬送するトロリー、７はこのトロリー６のキャスターで
ある。ここで、トロリー６には複数段の載置棚７が配設
されている。そして、トロリー６の各載置棚７上には本
実施の形態の超音波観測装置１や、光源装置４などの医
療器具が載置されている。
【００１３】さらに、トロリー６の上部には作業テーブ
ル８が配設されている。この作業テーブル８には入力装
置であるキーボード９が配設されているとともに、支持
台１０を介して表示装置５が装着されている。なお、キ
ーボード９は超音波観測装置１に接続され、患者ＩＤの
入力や、画質調整等が出来るようになっている。
【００１４】また、作業テーブル８の端縁部には処置具
を保持する複数の保持溝部１１が形成されている。そし
て、患者の体表面に接触して診断する超音波プローブ１
２，１３などの処置具が各保持溝部１１に保持されてい
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る。
【００１５】また、超音波内視鏡３は、体腔内に挿入さ
れる細長な挿入部１４と、この挿入部１４の基端部に連
結された操作部１５と、この操作部１５の基端部に設け
られた接眼部１６とで主に構成されている。さらに、操
作部１５の側部にはユニバーサルコード１７に一端部が
連結されている。このユニバーサルコード１７の他端部
にはコネクタ１８が連結されている。また、コネクタ１
８の側部には超音波ケーブル１９の一端部が連結されて
いる。この超音波ケーブル１９の他端部には超音波コネ
クタ２０が連結されている。
【００１６】さらに、超音波内視鏡３の挿入部１４は、
細径かつ長尺で可撓性を有する可撓管部２１と、この可
撓管部２１の先端部に基端部が連結された湾曲自在な湾
曲部２２と、この湾曲部２２の先端部に連結された先端
硬質部２３とが連設されて構成されている。ここで、可
撓管部２１の基端部は操作部１５の先端部に連結されて
いる。
【００１７】また、先端硬質部２３の先端部には機械走
査式の超音波振動子部（超音波送受信部）２４が配設さ
れている。なお、先端硬質部２３の材質としては、耐薬
品性や生体適合性の良好なポリスルフォン等の樹脂部材
が用いられる。
【００１８】さらに、操作部１５には送気及び送水操作
を行なうための送気・送水ボタン２５と、吸引操作を行
なうための吸引ボタン２６とが設けられているととも
に、湾曲部２２を所望の方向に湾曲制御するための図示
しないアングルノブが設けられている。
【００１９】また、光源装置４には内視鏡用接続コネク
タ２７が設けられている。この内視鏡用接続コネクタ２
７には超音波内視鏡３のユニバーサルコード１７のコネ
クタ１８が着脱可能に連結されている。そして、超音波
内視鏡３と光源装置４とはユニバーサルコード１７のコ
ネクタ１８を介して着脱自在な構成になっている。
【００２０】さらに、超音波観測装置１には丸型超音波
機器接続コネクタ２８および角型超音波機器接続コネク
タ２９が配設されている。そして、丸型超音波機器接続
コネクタ２８には超音波内視鏡３の超音波コネクタ２０
が着脱可能に接続される構成になっている。また、角型
超音波機器接続コネクタ２９には患者の体表面に接触し
て診断する超音波プローブ１２，１３などの機器が着脱
可能に接続されるようになっている。
【００２１】なお、これらの超音波プローブ１２，１３
は光源装置４との接続を必要とせず、いわゆる体外式と
呼ばれる処置具であり、内視鏡３とは異なり経口的に用
いるものではない。また、各超音波プローブ１２，１３
の先端処置部１２ａ，１３ａは各々、適用部位の診断に
適するように相異なる形状に形成されている。さらに、
各超音波プローブ１２，１３の基端部には角型の接続コ
ネクタ１２ｂ，１３ｂがそれぞれ連結されている。そし
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て、各超音波プローブ１２，１３の接続コネクタ１２
ｂ，１３ｂのいずれか一方が選択的に超音波観測装置１
の角型超音波機器接続コネクタ２９に着脱可能に接続さ
れるようになっている。
【００２２】また、超音波観測装置１には図２に示すよ
うに箱状の筐体（ケース）３０が設けられている。この
筐体３０には図３に示すように板金製のシャーシ３１の
前側に板金製のフロントシャーシ３２が取付けられてい
る。同様に、シャーシ３１の後ろ側には板金製のリアパ
ネル３３が取付けられている。そして、フロントシャー
シ３２には図示しないタッピングビスで樹脂製のフロン
トパネル３４が取付けられている。さらに、筐体３０の
上面には板金製のトップカバー３５が取外し可能に取付
けられている。
【００２３】また、筐体３０内には電源ユニット３６
と、超音波を発生させる駆動信号を生成するとともに、
受信した超音波信号に対する信号処理を行う送受信回路
ユニット（送受信ユニット）３７と、送受信回路ユニッ
ト３７から出力されるアナログ信号の受信データを信号
処理するＰＣ部（コンピュータ部）３８とが内蔵されて
いる。ここで、電源ユニット３６はシャーシ３１に取付
けられている。さらに、電源ユニット３６の天面には送
信受信回路ユニット３７や各種出力コネクタを備えた背
面基板３９が取付けられている。
【００２４】また、ＰＣ部３８は電源ユニット３６の横
に対向配置されている。このＰＣ部３８には、図３に示
すようにシャーシ３１に取付けたバックプレーン４０上
のＰＣＩ規格のコネクタに接続された複数の拡張ボー
ド、例えばＣＰＵボード４１と、ビデオボード４２と、
Ａ／Ｄ変換ボード４３とが設けられているとともに、Ｉ
ＳＡ規格のコネクタに接続された複数の拡張ボード、例
えばシリアル拡張ボード４４と、エンコーダボード４５
とが設けられている。
【００２５】さらに、フロントシャーシ３２には、ＰＣ
部３８を空冷するファン４６が取付けられている。そし
て、フロントパネル３４の裏面に設けた図示しないダク
ト部からの空気をこのファン４６によって吸引するよう
になっている。
【００２６】また、フロントパネル３４には上部側に丸
型超音波機器接続コネクタ２８、この丸型超音波機器接
続コネクタ２８の下方に角型超音波機器接続コネクタ２
９がそれぞれ配置されている。ここで、シャーシ３１に
はコネクタ保持用の保持板４７が取付けられている。そ
して、この保持板４７に上方側の丸型超音波機器接続コ
ネクタ２８が取付けられている。さらに、角型超音波機
器接続コネクタ２９はフロントシャーシ３２に図示しな
いネジで固定されている。
【００２７】また、超音波観測装置１の筐体３０の内部
には、ＰＣ部３８と、他の電気回路部（電源ユニット３
６や送信受信回路ユニット３７等）との間に導通性を有
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する隔壁（不要輻射抑制部材）５０が取付けられてい
る。そして、この隔壁５０によってＰＣ部３８と、他の
電気回路部との間を仕切る状態に分離してＰＣ部３８か
らの不要輻射が他の電気回路部側に回り込むことを抑制
するようになっている。
【００２８】また、図６に示すように隔壁５０の前端部
とフロントシャーシ３２との接合部にはスポンジ状のガ
スケット５１が取付けられている。さらに、隔壁５０の
下端部とシャーシ３１との接合部にはスポット溶接され
たスポット溶接部５２、隔壁５０の後端部とリアパネル
３３との接合部にはネジ止め部５３、隔壁５０の上端部
とトップカバー３５との接合部には弾性を有するフィン
ガー部５４がそれぞれ設けられている。そして、これら
の接合部によって隔壁５０と、筐体３０の各構成板金部
材であるフロントシャーシ３２、シャーシ３１、リアパ
ネル３３、トップカバー３５との導通を取るようになっ
ている。なお、隔壁５０には電源ユニット３６からバッ
クプレーン４０に給電するケーブル５５が通過する必要
最小限の大きさの穴５６が形成されている。
【００２９】さらに、超音波観測装置１のフロントパネ
ル３４には図４に示すようにメインスイッチ５７と、メ
ンブレンシート５８と、パイロットランプ５９と、ハー
ドディスクアクセスランプ６０と、丸型／角型接続コネ
クタ供電スイッチ６１とがそれぞれ配設されている。
【００３０】また、筐体３０の内部には、ＰＣ部３８側
にハードディスク６２や、メモリーボード６３などが組
み込まれている。さらに、筐体３０のリアパネル３３に
は図５に示すようにインレット６４、ブレーカー６５、
電源ファン６６、ＰＣボードブラケット６７などが配設
されているとともに、複数の通気穴６８が形成されてい
る。
【００３１】次に、上記構成の作用について説明する。
本実施の形態のＰＣベース超音波診断装置１で超音波診
断を行う場合、まず、メインスイッチ５７をＯＮにして
超音波診断装置１の装置本体を立ち上げ、超音波内視鏡
３の超音波コネクタ２０を超音波診断装置１の丸型超音
波機器接続コネクタ２８に連結する。このとき、丸型超
音波機器接続コネクタ２８の端子が超音波内視鏡３の超
音波コネクタ２０の端子と接触して、超音波内視鏡３は
超音波診断装置１に電気的に接続される。
【００３２】同様に、超音波診断装置１の角型超音波機
器接続コネクタ２９には患者の体表面に接触して診断す
る超音波プローブ１２，１３などの機器の角型の接続コ
ネクタ１２ｂ，１３ｂが着脱可能に接続される。このと
き、複数の超音波プローブ１２，１３の接続コネクタ１
２ｂ，１３ｂのいずれか一つが選択的に超音波観測装置
１の角型超音波機器接続コネクタ２９に着脱可能に接続
される。
【００３３】その後、丸型／角型接続コネクタ供電スイ
ッチ６１を押して電源ユニット３６から丸型超音波機器
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接続コネクタ２８および角型超音波機器接続コネクタ２
９への電源供給をＯＮする。そして、送受信回路ユニッ
ト３７からの送信パルスは図示しない信号ラインを通り
丸型超音波機器接続コネクタ２８から超音波内視鏡３の
振動子へ送られる。このとき、振動子からの反射信号は
丸型超音波機器接続コネクタ２８から信号ラインを通
り、ＰＣ部３８ヘ送られ、このＰＣ部３８で信号処理す
ることにより超音波診断画像を表示する表示装置５上に
超音波画像が構築される。
【００３４】また、ＰＣ部３８の周囲はトップカバー３
５、シャーシ３１、フロントシャーシ３２、リアパネル
３３と隔壁５０とで覆われたシールド構造になっている
為に、超音波診断装置１の動作中にＰＣ部３８で発生す
るノイズ、特にＣＰＵボード４１のべースクロックに起
因するノイズはこのシールド内に封止される。従って、
図４に示すように筐体３０のフロントシャーシ３２と丸
型超音波機器接続コネクタ２８および角型超音波機器接
続コネクタ２９の金属部間のスペースによって形成され
る電気的な開口部６７から不要輻射が筐体３０の外に放
射されることを防ぐことができる。
【００３５】そこで、上記構成のものにあっては次の効
果を奏する。すなわち、本実施の形態では、超音波観測
装置１の筐体３０の内部のＰＣ部３８と、他の電気回路
部（電源ユニット３６や送信受信回路ユニット３７等）
との間に導通性を有する隔壁５０を取付け、この隔壁５
０によってＰＣ部３８と、他の電気回路部との間を仕切
る状態に分離してＰＣ部３８からの不要輻射が他の電気
回路部側に回り込むことを抑制するようにしている。こ
こで、隔壁５０自体とその筐体３０への接触部や組付部
には導通性をもたせ、この隔壁５０によるシールドによ
り、ＰＣ部３８で発生した不要輻射が他の電気回路部に
周り込みことを抑制し、医用電気安全確保上で不可避の
筐体３０の電気的な開口部６７から不要輻射が筐体３０
の外へ放射されることを防ぐことができる。そのため、
本実施の形態では筐体３０の内部に略板状の隔壁５０を
配設するだけで筐体３０の外装部材にシールド機能を兼
ねさせることができるので、ＰＣ部３８を覆う他の箱状
のシールド部材を設ける必要がない。その結果、超音波
観測装置１の部品形状単純化による、低コスト化や、軽
量化が実現できる。
【００３６】また、図７は本発明の第２の実施の形態を
示すものである。本実施の形態は第１の実施の形態（図
１乃至図６参照）の超音波観測装置１の筐体３０の内部
に隔壁５０を装着する構成のＰＣ部隔壁シールドタイプ
に代えて超音波観測装置１の筐体３０のシャーシ３１に
板金製で枠状のカードケージ７１を取付けたＰＣ部カー
ドケージ状シールドタイプに変更したものである。な
お、これ以外の部分は第１の実施の形態の超音波観測装
置１と同一構成になっており、第１の実施の形態の超音
波観測装置１と同一部分には同一の符号を付してここで
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はその説明を省略する。
【００３７】すなわち、本実施の形態のカードケージ７
１の天面側には複数のフランジ部７２が有り、図示しな
い板状の蓋体がネジ固定可能になっている。さらに、Ｐ
Ｃボードブラケット６７は第１の実施の形態のように筐
体３０の外に露出しておらず、一旦、中継基板７３で受
けた後、中継基板７３上に実装したコネクタ７４が筐体
３０の外に露出している。なお、中継基板７３上には図
示しないパスコンやフェライトビーズ等のＥＭＣ対策部
品が実装されている。
【００３８】また、カードケージ７１の壁面にはケーブ
ル５５が通る切り欠きが設けてあり、また、円柱状のフ
ェライトコア７５やフラットなフェライトコア７６が取
付可能になっている。これらのフェライトコア７５、７
６にはノイズが伝播し易い映像系の同軸若しくはフラッ
トなハーネスが通るようになっている。
【００３９】また、ＣＰＵボード４１のように長めのＰ
Ｃボードの端面７７にはカードケージ７１の壁面かシャ
ーシ３１に取付けたレール７８によってガタツキが規制
されている。（目的：輸送時の振動防止）なお、ファン
４６はカードケージ７１の前側側面にネジ止めされてお
り、その通気穴には風量を確保しつつ、シールド性を兼
ね備えた金網が共締めしてある。
【００４０】そこで、上記構成の本実施の形態にあって
は超音波診断装置１のＰＣ部３８の周囲はカードケージ
７１やこれに取付く図示しない蓋体、シャーシ３１で覆
われたシールド構造になっている為に、超音波診断装置
１の動作中にＰＣ部３８で発生するノイズ（特にＣＰＵ
ボード４１のべースクロックに起因するノイズ。）はこ
のシールド内に封止される。従って、筐体３０のフロン
トシャーシ３２の開口部６７から不要輻射が筐体３０の
外に放射されることを防ぐことができる。
【００４１】また、本実施の形態のカードケージ７１で
は第１の実施の形態の隔壁５０のように電源ユニット３
６からバックプレーン４０に給電するケーブル５５が通
過する穴５６が無いので、より一層シールド効果を高め
る事が出来る。なお、隔壁５０の穴５６はケーブル５５
端のコネクタが通る大きさの穴である必要があり、ケー
ブル５５の太さ分の大きさのみでは不可である。
【００４２】また、本実施の形態ではＰＣボードブラケ
ット６７が筐体３０の外に露出していないので、中継基
板７３に実装したパスコンやフェライトビーズ等のＥＭ
Ｃ対策部品が機能する為にシールド効果が高い。なお、
この対策は市販の汎用ＰＣボードに手を加える必要がな
いので、ＰＣボードメーカーの部品保証が切れて受けら
れなくなるおそれも無い。
【００４３】さらに、本発明は上記実施の形態に限定さ
れるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲で種
々変形実施できることは勿論である。次に、本出願の他
の特徴的な技術事項を下記の通り付記する。
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記
（付記項１）  超音波振動子を機械的に走査させる機構
を持つ超音波内視鏡や超音波プローブと、前記超音波振
動子より超音波を機械的に走査させながら任意のタイミ
ング毎に駆動して、前記超音波振動子より超音波を送信
し、得られたエコー信号を受信して検波し、アナログ信
号の受信データとして出力する送受信ユニットと、前記
送受信ユニットから出力される前記アナログ信号の受信
データを信号処理するコンピュータ部とを備えた超音波
観測装置に於いて、前記コンピュータ部と他の電気回路
部を分離する導通部材を超音波観測装置筐体内に設けた
事を特徴とする超音波観測装置。
【００４４】（付記項２）  超音波振動子はアレイ状に
配列された複数の圧電体エレメントからなる電子走査用
トランスデューサを電子的に走査して、超音波受波信号
を出力する電子走査用受波ユニットと、前記超音波振動
子より超音波を送信し、得られたエコー信号を受信して
検波し、アナログ信号の受信データとして出力する送受
信ユニットと、前記送受信ユニットから出力される前記
アナログ信号の受信データを信号処理するコンピュータ
部とを備えた超音波観測装置に於いて、前記コンピュー
タ部と他の電気回路部を分離する導通部材を超音波観測
装置筐体内に設けた事を特徴とする超音波観測装置。
【００４５】（付記項３）  超音波内視鏡や超音波プロ
ーブを接続するコネクタの金属部近傍と、その周囲の筐
体金属部との間に医用電気安全確保上の空隙を有する事
を特徴とする付記項１、若しくは付記項２に記載の超音
波観測装置。
【００４６】（付記項１～３の従来技術）  特願平１１
－０９３２１２号や特願平１１－３０７３４６号に示す
ように近年、装置の小型化、低コスト化、機能追加の容
易化等の為に、従来の専用の座標変換回路、補間回路、
コントローラー等の機能をコンピュータボードで行わせ
る、いわゆるＰＣベース（パーソナルコンピュータ・ベ
ース、以下はＰＣべースと略記する。）の超音波観測装
置が開発されている。ＰＣベースとする事は、いわば規
格品で安価な市販汎用ＰＣボードのハード更新とアプリ
ケーションソフトの可変性・Ｖｅｒ，ｕｐで拡張性に富
んだ観測装置を供給出来ると云った長所から、今後の超
音波観測装置の主流になると考えられている。
【００４７】（付記項１～３が解決しようとする課題）
  しかしながら、従来の技術では下記の問題点が有る。
・市販汎用ＰＣボードが主体の構成なのでＥＭＣ上のノ
イズ対策が困難であった。例えば、極、一般的に採られ
る電気的な有効ノイズ対策であるパスコンやフェライト
ビーズを実装したりする事は、改造により購入時のＰＣ
ボードのメーカー保証を受けられなくなる場合が有る。
【００４８】・また、上記に加えて医療用のＰＣべース
の超音波観測装置は一般的なＰＣべース機器と比較し
て、ノイズ上で大きく不利な点が有る。それは医用手技
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に於いて、患者の不慮の感電を回避する為に医用電気機
器安全通則の国際規格であるＩＥＣ  Ｐｕｂｌｉｃａｔ
ｉｏｎ  ６０６０１－１に規定されている沿面距離及び
空間距離を超音波観測装置筐体に採る必要が有り、前記
距離確保の為の筐体開口部からＰＣボード部より発生す
る不要輻射が不可避であると云う欠点が有った。
【００４９】・この欠点を具体的に図８および図９で説
明する。前記ＩＥＣ規格を適用すれば、基準電圧２５０
ＶＡＣで基礎絶縁、又は補強絶縁した電源ユニットｃを
用いた場合は超音波観測装置ａ筐体外装と患者回路部と
なる丸型超音波機器接続コネクタｆや角型超音波機器接
続コネクタｇの金属部の間に於いて、空間距離で２．５
ｍｍ、沿面距離で４ｍｍのスペースを確保する必要が有
る。基準電圧２５０ＶＡＣで二重絶縁、又は強化絶縁し
た電源ユニットを用いた場合は超音波観測装置１筐体外
装が２次回路に相当し、前記筐体外装と超音波機器接続
コネクタｆ、ｇの金属部の間に於いて、空間距離で５ｍ
ｍ、沿面距離で８ｍｍのスペースを確保する必要が有
る。これらのスペースが開口部ｈとなり、ＰＣボード部
ｄより発生する不要輻射の筐体外への放射原因になって
いた。
【００５０】・なお、丸型超音波機器接続コネクタｆへ
の接続機器としては患者の体腔内に挿入して診断する超
音波内視鏡が、角型超音波機器接続コネクタｇへの接続
機器としては患者の体表面に接触して診断する超音波プ
ローブ等がある。
【００５１】（付記項１～３の課題を解決するための手
段および作用）  ＰＣボード部と他部分（送信回路／受
信回路・電源ユニット・丸型／角型コネクタ等）を分離
する隔壁を筐体内に設け、隔壁自体とその筐体への接触
部や組付部には導通性をもたせる。この隔壁シールドに
より、ＰＣボード部で発生した不要輻射の上記他部分へ
の周り込みを抑制し、医用電気安全確保上で不可避の筐
体開口部（電気的な）からの不要輻射の筐体外への放射
を防ぐ。
【００５２】（付記項１～３の効果）  ＰＣベースの超
音波観測装置に於いて、従来、医用電気安全確保上で不
可避であった筐体開口部（電気的な）からのＰＣ部不要
輻射の筐体外への放射を防ぐ事が可能になり、医用上安
全で、大量に出回っている市販の汎用ＰＣボードを用い
た為にコストが低く、拡張性の高い超音波観測装置を本
願により提供する事が可能になる。
【００５３】
【発明の効果】本発明によれば、コンピュータ部と、他
の電気回路部との間を分離してコンピュータ部からの不
要輻射が他の電気回路部側に回り込むことを抑制する不
要輻射抑制部材をケース内に設けたので、一般的に多量
に出回っている市販の汎用ＰＣボードを適正に用いるこ
とができ、ＰＣボード部から発生する不要輻射が、従
来、医用電気安全通則の国際規格の確保上で不可避であ
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った筐体開口部（電気的な）から筐体外へ放射されるこ
とを防ぐことができ、医用上安全で、コストが低く、か
つ装置の拡張性を高めることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】  本発明の第１の実施の形態の超音波観測装置
を備えた医療装置のシステム全体の概略構成を示す斜視
図。
【図２】  第１の実施の形態の超音波観測装置の概略構
成を示す斜視図。
【図３】  第１の実施の形態の超音波観測装置の横断面
図。
【図４】  第１の実施の形態の超音波観測装置のフロン
トパネルを示す正面図。
【図５】  第１の実施の形態の超音波観測装置の背面板
を示す正面図。 *

12
*【図６】  第１の実施の形態の超音波観測装置における
筐体内の隔壁を示す斜視図。
【図７】  本発明の第２の実施の形態の超音波観測装置
の内部構成を示す横断面図。
【図８】  従来の超音波観測装置の内部構成を示す斜視
図。
【図９】  従来の超音波観測装置のフロントパネルを示
す正面図。
【符号の説明】
２４    超音波振動子部（超音波送受信部）
３０    筐体（ケース）
３７    送受信回路ユニット（送受信ユニット）
３８    ＰＣ部（コンピュータ部）
５０    隔壁（不要輻射抑制部材）

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】
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